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電磁波領域 電磁波は、日常生活において、テレビ、携帯電話に
よる通信、GPSによる位置情報などさまざまな用途
で利用されています。安全保障分野においても、従
来から指揮通信や警戒監視などに使用されてきまし
た。近年の技術の発展により、その活用範囲や用途
が拡大し、現在の戦闘様相における攻防の最前線と
認識されています。これら電磁波領域において優勢
を確保することは、領域横断作戦の実現のために不
可欠となっています。

宇宙領域 現代において宇宙空間は、各種の観測衛星、通信・
放送衛星、測位衛星などが打ち上げられ、社会、経
済、科学分野など官民双方の重要インフラとして深
く浸透しています。安全保障分野においても、主要
国は、平和及び安全を維持するための宇宙利用を積
極的に進めています。
宇宙空間を利用するにあたっては、その安定的な利
用を確保する必要があります。しかしながら、スペー
スデブリ（宇宙ゴミ）が急激に増加しており、スペー
スデブリと人工衛星が衝突して衛星の機能が著しく
損なわれる危険性が増大しています。また、わが国周
辺国において、人工衛星に接近して妨害・攻撃・捕
獲するキラー衛星の開発・実証試験が進められてい
ると指摘されており、宇宙空間の安定的利用に対す
る脅威が増大しています。

サイバー領域 近年の情報通信技術の発展により、インターネット
などの情報通信ネットワークは人々の生活のあらゆ
る側面において必要不可欠なものになっており、そ
のため情報通信ネットワークに対するサイバー攻撃
は、人々の生活に深刻な影響をもたらしうるもので
す。このような状況のもと、諸外国の政府機関や軍
隊のみならず民間企業や学術機関などの情報通信
ネットワークに対するサイバー攻撃が多発してお
り、重要技術、機密情報、個人情報などが標的とな
る事例も確認されています。防衛省・自衛隊におい
てもサイバー領域を活用した情報通信ネットワーク
は、様々な領域における活動の基盤であり、これに
対する攻撃は、自衛隊の組織的な活動に重大な障害
を生じさせます。
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現代の戦闘様相は、陸・海・空という従来の領域のみならず、宇宙・サイバー・
電磁波といった新たな領域を組み合わせたものとなっています。このような状況
において、脅威に対する実効的な抑止及び対処を可能とするためには、宇宙・サ
イバー・電磁波といった新たな領域において攻撃を阻止・排除することが不可欠
であり、このような新たな領域における能力と陸・海・空という従来の領域にお
ける能力を有機的に融合した「領域横断作戦」により領域横断的な戦力発揮を行
うことが死活的に重要となっています。

領域横断作戦イメージ（領域横断的な戦力発揮のイメージ）

※1　 C4ISR：Command（指揮）、Control（統制）、Communication（通信）、
Computer（コンピュータ）、Intelligence（情報）、Surveillance（監視）、
Reconnaissance（偵察）

※2　 防衛省・自衛隊のネットワークは、陸上自衛隊指揮通信システム、海上
自 衛 隊 指 揮 統 制・ 共 通 基 盤 シ ス テ ム（MARS：Maritime Self 
Defense Force Command, Control, and Communication 
Service Foundation System）、自動警戒管制システム（JADGE： 
Japan Aerospace Defense Ground Environment）などで構成

領域横断作戦

個別領域ではなく、複数領域の能力を有機的に融合し、相乗効果により、全体として相手と我の能力差を克服
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